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は
じ
め
に

三
岐
鉄
道
の
営
業
エ
リ
ア
た
る
三
重
県
北

勢
地
域
は
、
愛
知
県
と
は
木
曽
三
川
を
隔
て

て
接
し
、
地
価
が
比
較
的
安
い
こ
と
と
東
西

日
本
の
交
通
結
節
点
に
位
置
す
る
こ
と
か

ら
、
大
工
場
が
現
在
も
立
地
し
つ
つ
あ
る

「
も
の
づ
く
り
東
海
」
の
一
翼
を
担
う
地
域

で
あ
る
。

と
は
い
え
、
日
本
全
体
の
人
口
減
少
・
高

齢
化
は
こ
の
地
域
も
例
外
で
は
な
く
、
三
岐

鉄
道
２
路
線
そ
れ
ぞ
れ
の
沿
線
自
治
体
、
い

な
べ
市
、
桑
名
市
、
東
員
町
、
四
日
市
市
も

す
べ
て
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
波
に
飲
み
込

ま
れ
て
い
る
。

本
来
な
ら
ば
、
三
岐
鉄
道
全
体
の
存
続
の

条
件
に
つ
い
て
本
稿
は
論
じ
る
べ
き
と
こ
ろ

で
は
あ
る
が
、
三
岐
線
に
つ
い
て
は
、
セ
メ

ン
ト
輸
送
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
と
フ
ラ
イ

ア
ッ
シ
ュ
の
資
源
循
環
輸
送
に
よ
り
貨
物
輸

送
が
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
沿
線

に
日
本
最
大
級
の
電
子
部
品
な
ど
の
工
場
が

立
地
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
沿
線
居
住
者
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、
通
勤
・
通
学
生
の
減
少

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
応
収
支
均
衡
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
の
検
討
の
対
象

か
ら
は
除
外
す
る
。
そ
の
上
で
、
全
国
に
三

つ
し
か
な
い
特
殊
狭
軌
路
線
の
一
つ
と
し

て
、
近
鉄
か
ら
の
譲
渡
に
際
し
て
県
・
沿
線

３
自
治
体
か
ら
約
55
億
円
の
支
援
を
受
け
、

現
在
も
暫
定
支
援
を
受
け
て
い
る
北
勢
線
に

つ
い
て
、
特
に
、
桑
名
市
と
い
な
べ
市
の
中

間
に
位
置
す
る
東
員
町
を
中
心
に
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
し
た
い
。

東
員
町
と
北
勢
線

東
員
町
は
、
表
に
示
す
よ
う
に
、
今
後
、

顕
著
な
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
予
想
さ
れ
る

町
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
町
域
北
部
丘
陵
地
に

南
向
き
の
一
戸
建
て
住
宅
の
大
団
地
が
昭
和

50
年
代
に
造
成
さ
れ
、
そ
の
居
住
者
が
一
気

に
高
齢
化
し
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
直
下
型

高
齢
化
」
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
た
め
で
あ

る
。こ

の
ま
ま
、
団
地
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や

世
代
交
代
が
う
ま
く
進
ま
な
け
れ
ば
、

２
０
４
０
年
に
は
人
口
は
２
万
人
程
度
、
高

齢
化
率
38
・
４
％
、
う
ち
75
歳
以
上
の
後
期

東員町 2015 年 2020 年 2025 年 2030 年 2035 年 2040 年 2045 年

総人口 25,344 24,727 23,888 22,829 21,568 20,209 18,916

　総人口指数（2015=100） 100.0 97.6 94.3 90.1 85.1 79.7 74.6

0 ～ 14 歳人口 3,398 3,312 3,155 2,934 2,724 2,577 2,441

　年齢別割合（0 ～ 14 歳：％） 13.4 13.4 13.2 12.9 12.6 12.8 12.9

15 ～ 64 歳人口 14,888 13,315 12,279 11,570 10,925 9,877 9,096

　年齢別割合（15 ～ 64 歳：％） 58.7 53.8 51.4 50.7 50.7 48.9 48.1

65 歳以上人口 7,058 8,100 8,454 8,325 7,919 7,755 7,379

　年齢別割合（65 歳以上：％） 27.8 32.8 35.4 36.5 36.7 38.4 39.0

（再掲）75 歳以上人口 2,757 3,543 4,758 5,343 5,285 4,869 4,438

　年齢別割合（75 歳以上：％） 10.9 14.3 19.9 23.4 24.5 24.1 23.5

（再掲）85 歳以上人口 816 998 1,221 1,606 2,231 2,348 2,158

　年齢別割合（85 歳以上：％） 3.2 4.0 5.1 7.0 10.3 11.6 11.4

表　東員町の将来人口推計

資料出所：国立社会保障・人口問題研究所による 2015年国勢調査結果に基づく将来人口推計

地域の鉄道をどのようにして維持・存続していくか。
人口減少・高齢社会を迎え、多くの地域がこの問題に直面している。

「鉄道が走るまち」であり続けるために、
地域の将来を思い描いて、地域の人々が希望を抱き、知恵を絞る。
三岐鉄道北勢線を支援する東員町を通して、その現状を考察する。
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高
齢
者
が
約
５
０
０
０
人
、
85
歳
以
上
人
口

も
２
０
０
０
人
を
超
え
る
も
の
と
見
込
ま
れ

て
い
る
。

町
域
に
は
、
北
勢
線
の
Ｃ
Ｔ
Ｃ
（
列
車
集
中

制
御
装
置
）
機
能
を
有
す
る
東
員
駅
と
穴
太
駅

が
あ
り
、
主
と
し
て
東
員
駅
発
着
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
が
北
部
の
住
宅
団
地
と
駅
を
つ

な
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
た
だ
、
団
地

か
ら
は
、
名
古
屋
駅
に
直
行
す
る
バ
ス
が
頻

発
し
て
お
り
、
名
古
屋
に
通
勤
す
る
た
め

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
三
岐
鉄
道
北
勢

線
、
近
鉄
と
乗
り
継
ぐ
通
勤
客
は
少
な
い
。

と
は
い
え
、
高
校
生
の
通
学
の
手
段
と
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
北
勢
線
は
使
わ
れ
て

お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
も
朝
夕
は
団
地

と
駅
の
間
の
直
行
便
を
走
ら
せ
て
い
る
。

ま
た
、
２
０
２
１
年
の
三
重
国
体
の
開
催

を
控
え
、
新
名
神
高
速
道
路
が
整
備
さ
れ
、

一
部
未
成
区
間
を
残
す
も
の
の
東
海
環
状
道

路
も
整
備
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
速
交
通
体

系
の
整
備
・
充
実
に
伴
い
、
日
本
有
数
の
車

社
会
で
あ
る
当
地
域
で
、
な
お
一
層
自
動
車

の
利
便
性
が
向
上
す
る
と
し
て
、
鉄
道
の
前

途
を
悲
観
す
る
向
き
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
通
勤
・
通
学
の
実
態
に
対
し

て
、
北
勢
線
に
対
す
る
町
か
ら
の
公
費
投
入

に
つ
い
て
は
、
首
長
や
議
会
議
員
の
選
挙
の

た
び
に
争
点
と
な
っ
て
き
た
。
町
税
収
の
源

と
な
っ
て
い
る
生
産
年
齢
人
口
は
、
表
に
示

す
よ
う
に
、
今
後
、
２
０
１
５
年
の
約
１
・

５
万
人
か
ら
、
２
０
４
０
年
の
約
１
万
人
弱

ま
で
と
激
減
が
見
込
ま
れ
、
厳
し
い
財
政
運

営
が
予
想
さ
れ
る
だ
け
に
、
北
勢
線
維
持
の

た
め
の
税
投
入
の
適
否
は
、
あ
る
意
味
、
議

論
に
な
っ
て
当
然
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
桑
名
市
と
い
な
べ
市
と

の
中
間
に
位
置
す
る
町
で
あ
る
だ
け
に
、
町

単
独
で
の
撤
退
も
あ
り
得
ず
、
両
市
と
足
並

み
を
揃
え
る
選
択
肢
し
か
な
い
こ
と
も
、
住

民
の
不
満
を
内
在
化
さ
せ
、
逆
に
、
積
極
的

な
北
勢
線
支
援
の
声
を
上
げ
る
こ
と
も
で
き

ず
、
傍
観
者
的
立
場
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

結
果
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

東
員
町
の
将
来
と
北
勢
線
維
持
の
意
義

確
か
に
、
近
鉄
か
ら
の
譲
渡
に
際
し
て
、

パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
用
の
用
地
確
保
の
た
め
の

駅
の
統
合
移
転
や
線
形
改
良
、
離
合
（
す
れ

違
い
交
換
）
の
確
保
等
を
施
し
た
も
の
の
、
単

線
の
特
殊
狭
軌
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
低
速

で
、
な
に
よ
り
も
車
両
の
老
朽
化
は
甚
だ
し

い
。
記
録
的
に
暑
か
っ
た
こ
の
夏
、
非
冷
房

車
が
や
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
筆
者
で
す
ら

乗
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
沿
線
自
治
体
が
足
並

み
を
揃
え
て
支
援
を
打
ち
切
る
こ
と
は
、
人

口
の
動
向
か
ら
み
て
、
決
し
て
得
策
で
な
い

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

沿
線
の
平
野
部
の
旧
村
部
で
は
既
に
、
そ

し
て
、
東
員
町
か
ら
桑
名
市
の
丘
陵
地
帯
で

は
今
後
、
多
く
の
移
動
困
難
者
が
発
生
す
る

（
し
て
い
る
）
こ
と
は
確
実
だ
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
後
期
高
齢
者
の
20
％
程
度
、
85

歳
以
上
に
な
る
と
約
半
数
が
、
移
動
に
困
難

を
覚
え
、
自
動
車
運
転
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を

得
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
、

通
勤
か
ら
転
じ
て
、
病
院
通
い
の
た
め
に
阿　

員弁川に沿って走る北勢線。員弁川の支流、戸上川鉄橋を渡る

基調報告─ 52
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下
喜
あ
る
い
は
桑
名
の
総
合
病
院
へ
行
く
公

共
交
通
機
関
が
な
い
と
い
う
事
態
は
、
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
団
地
の
世
代
交
代
が
う
ま
く
果
た

さ
れ
た
場
合
も
、
名
古
屋
に
直
通
す
る
バ
ス

し
か
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
を
連
れ
た

病
院
通
い
や
買
い
物
も
、
す
べ
て
車
と
い
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

特
に
、
東
員
町
内
に
は
、
沿
線
最
大
規
模

の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
近
年
開
業
し
、

阿
下
喜
や
桑
名
方
面
か
ら
の
沿
線
住
民
の
集

客
が
期
待
で
き
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
東
員
町

と
隣
接
す
る
桑
名
市
内

の
丘
陵
地
の
一
戸
建
て

団
地
も
東
員
町
と
同
様

の
状
況
に
あ
り
、
公
共

交
通
機
関
が
な
け
れ

ば
、
そ
の
ニ
ー
ズ
を
満

た
す
こ
と
は
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
今
後
も
集

積
す
る
と
み
ら
れ
る
、

も
の
づ
く
り
の
基
地
と

し
て
、
自
家
用
車
を
持

た
な
い
外
国
籍
の
通
勤

客
が
増
加
す
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
る
。
現
に
、

日
系
の
南
米
出
身
者
の

鉄
道
利
用
は
増
加
し
て

い
る
と
み
ら
れ
て
い

る
。そ

う
考
え
れ
ば
、
支

援
の
打
ち
切
り
に
よ
る

廃
線
は
、
簡
単
か
も
し
れ
な
い
が
、
鉄
道
を

必
要
と
す
る
人
々
が
確
実
に
増
加
す
る
で
あ

ろ
う
将
来
に
、
お
そ
ら
く
禍
根
を
残
す
選
択

で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

路
線
維
持
の
た
め
に
何
を
す
る
か
　

―
将
来
の
利
用
客
の
獲
得

路
線
維
持
の
た
め
に
は
、
利
用
客
の
増
加

が
必
須
で
あ
る
。
鉄
道
利
用
客
は
、
何
ら
か

の
目
的
が
あ
っ
て
乗
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、

ま
ず
必
要
な
こ
と
は
、
息
の
長
い
需
要
喚
起

策
で
あ
る
。

２
０
０
８
年
、
四
日
市
大
学
で
は
、
日
本

民
営
鉄
道
協
会
と
共
同
し
て
、
三
岐
鉄
道
と

産
学
連
携
講
座
「
経
営
戦
略
論
―
三
岐
鉄
道

の
場
合
」
を
半
年
に
わ
た
っ
て
開
講
し
た
。

当
初
、
三
岐
鉄
道
の
現
状
、
銚
子
電
気
鉄
道

等
他
鉄
道
の
事
例
等
の
話
を
聞
い
た
の
ち
、

社
会
人
・
一
般
参
加
の
方
々
と
履
修
学
生
と

で
利
用
客
増
加
の
方
策
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
た
。

改
軌
に
よ
る
北
勢
線
と
三
岐
線

の
接
続
や
桑
名
市
内
へ
の
北
勢
線

の
延
伸
と
い
っ
た
夢
物
語
が
出
尽

く
し
た
の
ち
、
学
生
か
ら
出
た
一

言
が
、
そ
の
後
、
い
ま
な
お
、
10

年
近
く
続
く
こ
と
と
な
る
「
サ
ン

タ
電
車
」
に
つ
な
が
る
こ
と
と

な
っ
た
。

い
わ
く
「
僕
た
ち
は
、
も
う
車

を
手
放
せ
な
い
。
切
符
の
買
い
方

も
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
で
も
、
子

ど
も
の
頃
の
電
車
の
楽
し
さ
は
覚

え
て
い
る
。
今
の
子
ど
も
た
ち
は

電
車
に
乗
っ
た
こ
と
も
な
い
。
だ

か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
電
車
に
乗

る
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
え

ば
、
車
以
外
の
選
択
肢
と
し
て
電

車
を
選
ぶ
、
将
来
の
利
用
者
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
」

「
サ
ン
タ
電
車
」
の
運
行

こ
う
し
て
次
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
、「
サ
ン
タ
電
車
」。
こ
の
と
こ
ろ
の
２
年

間
は
、
旧
三
重
電
気
鉄
道
色
に
塗
り
替
え
ら

れ
た
２
０
０
系
（
Ｋ
77
）
編
成
を
利
用
し

て
、
外
側
は
約
1
カ
月
に
わ
た
っ
て
ク
リ
ス

マ
ス
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し

て
い
る
。
三
岐
鉄
道
社
員
と
四
日
市
大
学
の

「
鉄
道
と
ま
ち
づ
く
り
」
受
講
学
生
の
手
に

よ
っ
て
き
ら
び
や
か
に
装
飾
さ
れ
た
車
内
で

は
、
12
月
中
旬
の
土
曜
日
一
日
限
定
で
、
学

生
が
扮
す
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
子
ど
も
た

ち
を
待
ち
受
け
、
乗
車
し
て
く
れ
た
子
ど
も

二つの駅が統廃合されて誕生した東員駅。コミュニティバスのバスターミナルにもなっている

北勢線の恒例行事に育った「サンタ電車」。駅は目当ての客でいっぱいになる（写真提供／岩崎恭典）
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た
ち
に
沿
線
３
自
治
体
で
構
成
す
る
北
勢
線

事
業
運
営
協
議
会
提
供
の
さ
さ
や
か
な
お
菓

子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う
趣
向
で
あ

る
。
例
年
、
１
５
０
０
～
２
０
０
０
人
の
乗

客
を
集
め
、
一
年
で
最
も
北
勢
線
が
賑
わ
い

を
み
せ
る
日
と
な
っ
て
い
る
。

「
サ
ン
タ
電
車
」
は
、
北
勢
線
に
お
け
る

イ
ベ
ン
ト
電
車
の
嚆
矢
と
な
っ
た
が
、
こ
れ

も
継
続
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
な
需
要

喚
起
策
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

５
年
目
か
ら
は
、
学
生
の
発
案
で
、
西
桑

名
駅
の
ホ
ー
ム
で
、
沿
線
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

３
体
と
四
日
市
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
こ

に
ゅ
う
ど
う
く
ん
」
の
計
４
体
が
「
サ
ン
タ

電
車
」
を
お
出
迎
え
・
お
見
送
り
す
る
趣
向

が
加
わ
り
、
ま
た
、
子
ど
も
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
、
総
合
政
策
学
部
で
学
ん
だ
社

会
人
学
生
Ｏ
Ｂ
会
が
、
年
に
一
度
の
同
窓
会

を
兼
ね
て
、
当
日
、
ド
ア
に
張
り
付
い
て
見

守
り
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
の
連
携

東
員
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
営
を

行
う
東
員
町
地
域
公
共
交
通
会
議
に
は
、
下

部
組
織
と
し
て
、
主
な
利
用
者
た
る
高
齢
者

と
高
校
生
か
ら
な
る
「
東
員
町
生
活
交
通
を

考
え
る
会
」
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
会

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利
用
向
上
策
の
検

討
の
な
か
で
、「
サ
ン
タ
電
車
」
に
乗
る
た

め
に
自
家
用
車
で
駅
ま
で
来
て
、
そ
の
た
め

に
駅
周
辺
で
渋
滞
が
生
じ
て
い
る
の
は
お
か

し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
か
ら
、
当

日
限
り
有
効
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
無
料
乗

車
券
を
作
っ
て
み
て
は
ど
う
か
と
い
う
ア
イ

デ
ア
が
出
た
。
例
年
、
十
数
枚
の
利
用
し
か

な
く
、
苦
戦
し
て
い
る
が
、
今
年
は
チ
ラ
シ

の
表
面
に
印
刷
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
用

促
進
を
目
指
す
施
策
を
導
入
し
た
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
、
電
車
通
学
の
高
校
生

も
、
サ
ン
タ
と
し
て
乗
車
し
て
お
り
、
地
元

か
ら
の
支
援
の
輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。　

な
お
、
２
０
１
８
年
11
月
に
は
、
丘
陵
部

の
団
地
内
で
、「
共
助
」
を
テ
ー
マ
に
、
地

元
の
自
治
会
長
等
の
運
転
に
よ
る
、
無
料
の

電
気
軽
車
両
（
時
速
19
㎞
以
下
）
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
連
携
と
い
う
社
会
実
験
が
行
わ

れ
た
。
５
日
間
で
48
人
の
参
加
が
あ
り
、
移

動
困
難
者
を
鉄
道
へ
と
つ
な
ぐ
、
具
体
的
な

姿
を
住
民
に
提
示
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ

た
。

都
市
計
画
的
手
法
の
挫
折

残
念
な
が
ら
「
サ
ン
タ
電
車
」
に
よ
る
利

用
客
の
増
加
は
、
現
状
で
は
、
短
期
的
な
も

の
で
あ
る
。
本
来
、
鉄
道
は
、
生
活
上
の
目

的
が
あ
っ
て
こ
そ
乗
る
も
の
な
の
で
あ
る
か

ら
、
日
常
的
な
利
用
目
的
を
作
り
出
す
こ
と

が
利
用
客
増
加
策
の
王
道
で
あ
ろ
う
。

東
員
町
で
は
、
２
０
１
７
年
、
統
合
・
移

転
に
よ
り
広
大
な
農
業
振
興
地
域
に
臨
む
こ

と
と
な
っ
た
東
員
駅
前
を
、
医
療
機
関
・
学

校
・
住
宅
地
か
ら
な
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

と
し
て
開
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
口
減

の
歯
止
め
、
都
市
機
能
の
集
積
、
ひ
い
て
は

鉄
道
利
用
需
要
の
増
加
を
図
ろ
う
と
す
る
動

き
が
あ
っ
た
。

ま
さ
に
利
用
客
増
加
策
の
王
道
と
し
て
期

待
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
一
人
施
工
の
区

画
整
理
事
業
者
が
現
れ
ず
、
断
念
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
引
き
続
き
、
大
胆
な
人
口
の
誘

因
策
に
取
り
組
む
必
要
は
あ
る
も
の
の
、
今

後
、
次
の
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
が
検

討
さ
れ
る
ま
で
の
10
年
間
、
駅
前
再
開
発
構

想
は
凍
結
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

お
わ
り
に

そ
れ
だ
け
に
、
細
く
と
も
、
息
の
長
い
需

要
喚
起
策
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
そ
の
過
程
で
、
深
刻
化
す
る
少
子

化
・
高
齢
化
を
実
感
し
つ
つ
あ
る
地
域
住
民

の
支
持
・
理
解
も
深
ま
っ
て
い
く
は
ず
で
あ

る
。２

０
１
８
年
11
月
、
い
な
べ
市
で
「
終
着

駅
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
た
。
鉄
道
を
利

用
す
る
目
的
を
作
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、

マ
ル
シ
ェ
に
よ
る
中
心
市
街
地
活
性
化
を
目

指
し
た
い
な
べ
市
の
取
り
組
み
は
、
桑
名
市

と
い
な
べ
市
の
中
間
に
あ
る
東
員
町
に
も
参

考
と
な
ろ
う
。

た
だ
、
車
両
の
老
朽
化
だ
け
は
早
急
に
解

決
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
公
有
民
営
方
式
に

移
行
し
た
四
日
市
市
の
「
四
日
市
あ
す
な
ろ

う
鉄
道
」
が
、
車
両
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

こ
と
は
、
正
直
言
っ
て
う
ら
や
ま
し
い
限
り

で
あ
る
。

「
通
学
の
高
校
生
の
た
め
に
、
座
席
を
取

り
払
い
、
そ
の
代
わ
り
に
携
帯
電
話
充
電
用

の
コ
ン
セ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
装
備
し
た
車
両

に
更
新
で
き
た
ら
」
と
は
、
２
０
１
７
年
度

の
「
鉄
道
と
ま
ち
づ
く
り
」
受
講
学
生
の
ア

イ
デ
ア
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
は
、「
高
速
道
路
の
延
伸
に
伴
っ

て
、
名
古
屋
へ
の
高
速
バ
ス
も
、
東
員
駅
発

着
を
考
え
る
こ
と
が
時
間
短
縮
の
面
で
可
能

と
な
っ
て
き
た
」
と
は
、「
東
員
町
生
活
交

通
を
考
え
る
会
」
で
の
議
論
で
あ
る
。

沿
線
か
ら
、
北
勢
線
を
利
用
し
て
、
東
員

駅
へ
、
そ
し
て
東
員
駅
前
か
ら
高
速
バ
ス
で

名
古
屋
へ
と
い
う
、
北
勢
線
の
中
心
に
あ
る

東
員
町
が
鉄
道
と
バ
ス
の
結
節
点
と
な
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
実
現
可
能
性
の
あ
る

夢
を
描
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
も
、
多

く
の
人
々
が
北
勢
線
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
知
恵
を
絞
っ
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

地
域
の
鉄
道
を
ど
の
よ
う
に
し
て
維
持
・

存
続
さ
せ
て
い
く
べ
き
か
―
―
人
口
減
少
・

高
齢
社
会
を
迎
え
、
多
く
の
地
域
は
こ
の
問

題
に
直
面
し
て
い
る
。
北
勢
線
が
置
か
れ
て

い
る
状
況
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
新

た
な
役
割
に
期
待
を
寄
せ
て
く
れ
る
地
域
の

人
々
の
気
持
ち
が
、
北
勢
線
を
今
日
も
明
日

も
走
ら
せ
る
の
で
あ
る
。

2018 年にはコミュニティバスの
無料乗車券を配布
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